
ごみ焼却施設は、必要な施設です。同時に、焼却場の周囲の住民には、健康・土壌・水への害に対しての不安と交通量が多くなること等の負担があります。 

ごみ焼却施設を吉見町大串地区に建設することが決定しました。３０年前の「今後は大串地区につくらない」という約束はどうなるのでしょうか。 

 
（仮称）埼玉中部資源循環組合（Ｈ27 年 4 月 1 日設立予定）の焼却施設を吉見町大串地区に
建設することが決定しています。 

 
ゴミ焼却から循環型社会への転換を 

厚生労働省には、１日 200ｔ以上の焼却炉建設の場合、 
ゴミ燃焼による熱エネルギーや電気利用施設をつくると 
建設費の 25％を補助金交付し、残りは借入でき、 
借入金返却が交付税に加わり有利な仕組みがあります。 

新ごみ処理施設として（２市５町 1村）のごみ 
１日 228ｔの焼却施設を国の補助金で建設しようとしています。 
下の表は各役場から現焼却施設と建設予定施設までの距離と運搬時間比較です 
 嵐山町 

役場より 
小川町 
役場より 

滑川町 
役場より 

ときがわ町 
役場より 

東秩父村 
役場より 

現小川地区 
衛生組焼却場 

１７分 
5.1ｋｍ 

１０分 
21ｋｍ 

２３分 
9.6ｋｍ 

２１分 
9ｋｍ 

２３分 
10.2ｋｍ 

吉見町大串地

区建設計画地 
４０分 

18.3ｋｍ 
４３分 

23.5ｋｍ 
３３分 

14.4ｋｍ 
４０分 

20.4ｋｍ 
５７分 

30.7ｋｍ 
         （グーグルマップのルート検索より） 

 
●運搬時間は、嵐山町は2.5 倍に、小川町は４倍に・・・ 
ガソリンが多く使われ、CO2の排出量が増えます。1 日 228ｔ処理能力の大型焼

却炉がいいのでしょうか。焼却量を減らし小型焼却炉建設の考え方もあります。 

 
新しい仕組み「バイオマス循環の地域づくり」を始めましょう。  

燃え燃えるゴミの 50％が台所の生ゴミの水分です。 

す。 水分を燃焼させてゴミ発電をするよりも 

 

                   
 

 
 
 
   

小川地区衛生組合（小川町・嵐山町・滑川町・ときがわ町・東秩父村）は、農地・山林の割合が

広い地域です。再生可能エネルギー（熱・電気）で新しい産業と循環型社会をつくることができます。   
●国にはバイオマス産業都市構想の補助金があります。焼却施設建設の補助金だけでなく 

いろいろな制度を活用して、新しい地域おこしとゴミ焼却量減少に挑戦すべきです。 
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➊生ゴミを分別収集し、生ゴミや木の枝・天ぷらの廃油、し

尿・浄化槽汚泥などを資源として地域で循環させる仕組み

をつくり、堆肥や液肥、バイオガスにして、燃えるゴミをで

きるだけ少なくします。➋リサイクルセンターをつくり、リ

サイクルできるものはリサイクルします。➌残った燃える

ゴミを小型焼却炉で焼却するほうが環境にも効果的です。 
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う東松山市クリーンセンター

（※１日 180ｔ・1977 年建設 
87890 人） 

桶川市環境センター 
（※１日 240ｔ 
1977 年建設・75206 人） 

埼玉中部環境センター 
（※1 日 240ｔ・1984 年建
設・吉見町・北本市・鴻巣市 
吉見町人口 20354 人） 

小川地区衛生組合 
（※1 日 62ｔ・1976 年建設 
嵐山町・小川町・ときがわ町

滑川町・東秩父村・83371人 

平成 26年 6月 10日 
「ごみ焼却場についての再考のお願い」（要旨） 

                吉見町飯島新田ごみ焼却場建設反対代表者●●●●                

飯島新田の住民の多くはゴミ焼却施設建設の予定地大串中山在の地に決定されたの

で、がっかりしています。現焼却場の建設の裁判所での和解を信じ、できないと思って

いました。新焼却施設建設については飯島新田の住民に説明会もされていませんし、住

民意見を聞き入れてももらえず怒っております 
時期をみて裁判をおこすよう準備を進めております。裁判になると二市五町一村の皆

様からの血税の無駄遣いすることになりますが、議員の皆様はどのようにお考えでしょ

うか。私たちは吉見町の町民です。なぜ、東二地区だけがいじめられなければならない

のでしょうか。30年間吉見町町民のし尿のためといわれ我慢を強いられてきました。ま
た我慢をしろというのでしょうか。あまりにもひどすぎます。嵐山町の議員の皆さんに

ももう一度真剣に考えていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

1999 年 

 

ゴミ処理

広域化計

画 
（※総処

理能力 1
日 722
ｔ） 

2012 年 

埼玉中部広域清掃協議会設立

桶川市・吉見町・東松山市・  

滑川町・嵐山町・ときがわ町・

小川町・東秩父村       

（北本市・鴻巣市は離脱） 

 2014 年 3 月 

焼却施設建設予定地を 
吉見町大串地区に決定 

 
2015 年 4 月 

 

埼玉中部資源循

環組合設立予定 

2018～2020 年 

（建設工事予定・

※1 日 228ｔ 
・併設施設 
 スポーツ広場 
健康増進施設 
農産物直売所 

 

建設予定地地元から

「焼却場についての再考

のお願い」の文書 

●左の設立予定の（仮称）中部資源循環組合参加自治体の 4 つの焼却施設
は、老朽化しています。 

●人口 26万 6821人→25万 2029人（2023年国立社会保障人口問題研究所の予測） 

※１日の焼却処理能力量です。現施設はストーカ炉で公設公営です 
新施設の燃焼施設方式と、建設の方法や経営の方法は未定です 


